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東京都港区六本木六丁目10番１号六本木ヒルズ森タワー14階 

https://www.invesco.com/jp/ja/ 

＜運用報告書に関するお問い合わせ先＞  
インベスコ・アセット・マネジメント株式会社
お問い合わせダイヤル  
電話番号：（03）6447－3100 
受付時間：毎営業日の午前９時～午後５時 

 

  

インベスコ  
オーストラリア債券ファンド 
（年１回決算型） 

 追加型投信／海外／債券 
 

 

 

運用報告書（全体版） 

 

第８期 

(決算日 2023年２月20日) 

受益者の皆さまへ 
 
平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて「インベスコ オーストラリア債券ファンド（年１

回決算型）」は、2023年２月20日に第８期の決算を行いまし

た。ここに期中の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますようお願い申し上げ

ます。 

 
＊当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券 
信 託 期 間 2026年２月20日まで 

運 用 方 針 

・｢インベスコ オーストラリア債券 
マザーファンド」受益証券への投資を
通じて、豪ドル建ての公社債等に投資
を行うことにより、中長期的に安定し
た収益の確保および投資信託財産の着
実な成長を図ることを目標に運用を行
います。 

・実質組入外貨建資産については、原則
として為替ヘッジは行いません。 

主要運用対象 

イ ン ベ ス コ 
オーストラリア 
債券ファンド 
(年１回決算型) 

｢インベスコ オースト
ラリア債券  マザー
ファンド」受益証券を主
要投資対象とします。 

イ ン ベ ス コ 
オーストラリア債券 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

豪ドル建ての公社債等を
主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

イ ン ベ ス コ 
オーストラリア 
債券ファンド 
(年１回決算型) 

・株式への実質投資割
合は、投資信託財産の
純資産総額の30％以
下とします。 

・外貨建資産への実質
投資割合には制限を
設けません。 

イ ン ベ ス コ 
オーストラリア債券 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

・株式への投資割合は、
投資信託財産の純資
産総額の30％以下と
します。 

・外貨建資産への投資
割合には制限を設け
ません。 

分 配 方 針 

原則として年１回の毎決算時（２月20日、
該当日が休業日の場合は翌営業日）に委
託会社が、基準価額水準、市況動向、残
存信託期間等を勘案して分配を行いま
す。ただし、委託会社の判断により分配
を行わない場合があります。 
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インベスコ オーストラリア債券ファンド（年１回決算型）

○最近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

ブ ル ー ム バ ー グ オ ー ス ト ラ リ ア 国 債 イ ン デ ッ ク ス 
(Bloomberg AusBond Treasury 0+ Yr Index)(円換算ベース) 債   券 

組 入 比 率 
純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(参考指数) 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

４期(2019年２月20日) 9,841 0 △ 1.2 10,209 0.5 98.0 95 

５期(2020年２月20日) 10,085 0 2.5 10,418 2.1 95.1 68 

６期(2021年２月22日) 11,247 0 11.5 11,598 11.3 111.4 63 

７期(2022年２月21日) 10,521 0 △ 6.5 11,061 △ 4.6 99.8 67 

８期(2023年２月20日) 10,828 0 2.9 11,606 4.9 99.4 55 
 

（注） 基準価額は１万口当たりです。 

（注） 当ファンドはベンチマークを定めていないため、参考指数としてブルームバーグオーストラリア国債インデックス（Bloomberg AusBond 

Treasury 0+ Yr Index）（円換算ベース）を掲載しています。当該参考指数は、計算日の前営業日のブルームバーグオーストラリア国

債インデックス（Bloomberg AusBond Treasury 0+ Yr Index）（オーストラリアドルベース）に計算日のオーストラリアドル為替レー

ト（対顧客電信売買相場仲値）を乗じ、設定日を10,000として、当社で独自に指数化したものです。以下、同じです。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組み入れていますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

ブ ル ー ム バ ー グ オ ー ス ト ラ リ ア 国 債 イ ン デ ッ ク ス 
(Bloomberg AusBond Treasury 0+ Yr Index)(円換算ベース) 債   券 

組 入 比 率 
 騰 落 率 ( 参 考 指 数 ) 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2022年２月21日 10,521 － 11,061 － 99.8 

２月末 10,565 0.4 11,109 0.4 98.7 

３月末 11,299 7.4 11,927 7.8 98.5 

４月末 11,073 5.2 11,714 5.9 98.8 

５月末 11,006 4.6 11,662 5.4 99.6 

６月末 10,936 3.9 11,658 5.4 98.7 

７月末 11,287 7.3 12,035 8.8 98.3 

８月末 11,160 6.1 11,913 7.7 99.2 

９月末 10,842 3.1 11,603 4.9 99.1 

10月末 11,078 5.3 11,900 7.6 99.2 

11月末 10,914 3.7 11,719 5.9 99.1 

12月末 10,335 △1.8 11,104 0.4 99.5 

2023年１月末 10,920 3.8 11,730 6.0 99.6 

(期  末)      

2023年２月20日 10,828 2.9 11,606 4.9 99.4 
 

（注） 基準価額は１万口当たりです。 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組み入れていますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しています。 
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インベスコ オーストラリア債券ファンド（年１回決算型）

○運用経過  

 期中の基準価額等の推移 (2022年２月22日～2023年２月20日)

 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびブルームバーグオーストラリア国債インデックス（Bloomberg AusBond Treasury 0+ Yr Index）（円換算

ベース）は、期首（2022年２月21日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） ブルームバーグオーストラリア国債インデックス（Bloomberg AusBond Treasury 0+ Yr Index）（円換算ベース）は、参考指数です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

［上昇要因］ 

・オーストラリアドル建ての公社債などを実質的な主要投資対象としているため、実質的に保有す

る債券からのインカムゲイン（利息収入）が基準価額の上昇要因となりました。 

・実質外貨建資産の為替ヘッジを行わなかったため、オーストラリアドルが対円で上昇したことが、

基準価額の上昇要因となりました。 

［下落要因］ 

・幅広い年限で金利が上昇（債券価格は下落）したことが基準価額の下落要因となりました。 

・クレジットスプレッドが拡大する中、社債などに対する配分を行っていたことが基準価額の下落

要因となりました。   
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インベスコ オーストラリア債券ファンド（年１回決算型）

 投資環境 
 

  
＜債券市場＞ 

当期のオーストラリア金利を５年国債利回りの動きで見ると、金利は上昇しました。 

期初から2022年６月中旬にかけて、コロナ禍からの経済再開によりインフレ圧力が高まったこと

や米連邦準備理事会（ＦＲＢ）が利上げを開始したことなどを背景に米国金利が上昇傾向となった

ことに加え、国内の雇用環境の回復が示されたことなどを材料に金利は上昇しました。その後も、

世界各国での長引くインフレ懸念や主要中央銀行による金融政策正常化の動きが強まったことや、

国内の雇用環境の回復が引き続き示されたことなどを材料に金利は上昇傾向で推移しました。しか

し期後半にかけては、世界的にインフレ圧力が緩和してきていることなどを背景にＦＲＢを中心に

利上げペース鈍化観測が広がり、世界的に金利が低下（債券価格は上昇）しました。期を通してみ

ると、期末のオーストラリア５年国債利回りは、前期末に比べて上昇し3.62％となりました。 

 

＜為替市場＞ 

当期のオーストラリアドルは、対円で上昇しました。 

期初から2022年４月中旬まで、オーストラリア国内の金利が大幅に上昇したことに加え、鉄鉱石

や原油などの商品市況が堅調に推移したことなどから資源国通貨とされるオーストラリアドルは

対円で95円台まで上昇しました。その後、オーストラリアドルは一時下落基調となりましたが、米

国国債利回りが上昇し、日米金利差が拡大したことなどを受け、円安が進行する中オーストラリア

ドルは再び対円で上昇しました。 

2022年８月から10月中旬にかけては、主要中央銀行による金融政策正常化の動きが強まるなか、

世界的に景気減速懸念が広まったことなどを背景に、資源国通貨であるオーストラリアドルは下落

基調で推移しました。その後、日銀が長期金利の変動許容幅の拡大を発表し、同行の金融政策が正

常化されるとの見方が広がったことなどを背景に期後半にかけて円高が進行し、オーストラリアド

ルはさらに下落しました。期末にかけては、鉄鉱石価格の上昇やオーストラリア国内の10～12月期

消費者物価指数（ＣＰＩ）の上昇率が市場予想を上回ったことなどからオーストラリアドルは反発

しました。 
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インベスコ オーストラリア債券ファンド（年１回決算型）

 当ファンドのポートフォリオ 
 
主として、インベスコ オーストラリア債券 マザーファンド（以下、マザーファンドといいま

す。）に投資を行い、マザーファンドを通じて、オーストラリアドル建ての公社債などに投資を行

いました。また、実質外貨建資産の投資に当たっては、為替ヘッジを行いませんでした。 

 

マザーファンドでは、ファンダメンタルズ分析とモデルに基づくクオンツ分析を併用して経済と

市場価格の関係の調査・分析を行い、オーストラリアの金利水準や市況動向、信用格付けなどを総

合的に勘案して投資銘柄を選定し、ポートフォリオを構築しました。 

デュレーション戦略では、期初から2022年６月までは参考指数に対し小幅にオーバーウェイトと

するポジションをとりました。７月下旬からは参考指数に対し小幅にアンダーウェイトとするポジ

ションをとし、９月上旬に一時的に参考指数並みとしましたが、その後９月下旬から参考指数に対

し小幅にオーバーウェイトとするポジションをとりました。11月からは再び参考指数並みとするポ

ジションに変更しました。 

信用格付けは、期を通じてＡＡＡ格、ＡＡ格など信用格付けの高い債券を中心に運用を行いまし

た。種別配分では社債、地方債の組み入れを機動的に変化させながら非国債の組み入れを維持しま

した。 

 

 当ファンドのベンチマークとの差異 
 
当期の基準価額騰落率は＋2.9％と

なり、参考指数であるブルームバーグ

オーストラリア国債インデックス

（Bloomberg AusBond Treasury 0+ Yr 

Index）（円換算ベース）の騰落率

＋4.9％を下回る結果となりました。 

 

［プラス要因］ 

・デュレーション戦略で2022年７月下

旬から参考指数に対し小幅にアン

ダーウェイトする戦略をとっていた

ことがプラス寄与となりました。 

 

［マイナス要因］ 

・デュレーション戦略で期初から2022

年６月まで、および９月下旬から10月末まで参考指数に対し小幅にオーバーウェイトする戦略を

とっていたことがマイナス要因となりました。 

・信用スプレッドが拡大傾向となる中、投資適格社債や政府関連債をオーバーウェイトしたことが

マイナス要因となりました。  

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 
（注） ブルームバーグオーストラリア国債インデックス（Bloomberg AusBond 

Treasury 0+ Yr Index）（円換算ベース）は、参考指数です。 
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インベスコ オーストラリア債券ファンド（年１回決算型）

 分配金 
 
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向および残存信託期間などを勘案し、当期は

見送りとさせていただきました。収益分配金に充てなかった収益につきましては、信託財産に留保
して元本部分と同一の運用を行います。 
 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第８期 

2022年２月22日～ 
2023年２月20日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,909   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

主としてマザーファンドに投資を行い、マザーファンドを通じてオーストラリアドル建ての公社
債などに投資を行います。また、実質外貨建資産の投資に当たっては、原則として為替ヘッジを行
わない方針です。 
 
マザーファンドでは、ファンダメンタルズ分析とモデルに基づくクオンツ分析を併用して経済と

市場価格の関係の調査・分析を行い、オーストラリアの金利水準や市況動向、信用格付けなどを総
合的に勘案して投資銘柄を選定し、ポートフォリオを構築します。 
オーストラリアでは、堅調な雇用関連統計が発表されるなど、雇用、消費は堅調で国内経済は緩

やかな拡大傾向にあります。一方、中央銀行であるオーストラリア準備銀行（ＲＢＡ）が政策金利
の引き上げを行い、今後も金融引き締めを継続する姿勢を示しています。足元では世界的にインフ
レがピークアウトし、各国中央銀行の利上げペースが鈍化すると見られているものの、今後も利上
げペースや利上げ幅に対する思惑が金融市場の主たる変動要因になると思われます。欧米の主要中
央銀行が金融引き締めを進めているのは、インフレ抑制と安定的な景気縮小を図るもので、急激な
景気の腰折れにつながる可能性は低いと考えられますが、金利動向や企業の信用力の変化を巡って、
債券市場の変動性（ボラティリティ）も大きくなる可能性があります。このような環境下、ポート
フォリオのデュレーションは参考指数並みとして運用を開始する方針です。また、依然として歴史
的観点からは低金利の環境が継続していることや中長期的な観点から社債を中心とする非国債に
対する投資家の需要は根強い状態が続くことが予想されるため、社債を中心とする非国債への配分
を継続する方針です。  
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インベスコ オーストラリア債券ファンド（年１回決算型）

○１万口当たりの費用明細 (2022年２月22日～2023年２月20日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 144  1.316  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 66)  (0.603)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 72)  (0.658)  購入後の情報提供、運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの管 
理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  6)  (0.055)  ファンドの財産の保管・管理、投信会社からの指図の実行等の対価 

（b） そ の 他 費 用 14   0.126   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  2)  (0.017)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  3)  (0.029)  監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） (  9)  (0.080)  印刷費用は、目論見書や運用報告書等の法定書類の作成・印刷に要する費用 
等 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.000)  その他は、信託事務の処理に要する費用 

 合 計 158   1.442    

期中の平均基準価額は、10,951円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数点以下第４位を四捨五入してあります。 
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インベスコ オーストラリア債券ファンド（年１回決算型）

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.45％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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インベスコ オーストラリア債券ファンド（年１回決算型）

○売買及び取引の状況 (2022年２月22日～2023年２月20日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
インベスコ オーストラリア債券 マザーファンド 436 1,311 5,371 16,398 

 
（注） 単位未満は切捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年２月22日～2023年２月20日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2023年２月20日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

インベスコ オーストラリア債券 マザーファンド 23,840 18,904 56,415 
 
（注） 単位未満は切捨てています。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 

 

○投資信託財産の構成 (2023年２月20日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

インベスコ オーストラリア債券 マザーファンド 56,415 100.0 

コール・ローン等、その他 2 0.0 

投資信託財産総額 56,417 100.0 
 
（注） 金額の単位未満は切捨てています。 

（注） インベスコ オーストラリア債券 マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（15,710,533千円）の投資信託財産総額

（15,714,188千円）に対する比率は100.0％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、2023年２月20日における邦貨換

算レートは、1オーストラリアドル=92.33円です。 
  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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インベスコ オーストラリア債券ファンド（年１回決算型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年２月20日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 56,417,605   

 インベスコ オーストラリア債券 マザーファンド(評価額) 56,415,936   

 未収入金 1,669   

(B) 負債 427,066   

 未払解約金 1,669   

 未払信託報酬 392,782   

 その他未払費用 32,615   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 55,990,539   

 元本 51,707,879   

 次期繰越損益金 4,282,660   

(D) 受益権総口数 51,707,879口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,828円 
 
＜注記事項＞（当運用報告書作成時点では監査未了です。） 

（貸借対照表関係） 

期首元本額 64,289,277円 

期中追加設定元本額 1,191,964円 

期中一部解約元本額 13,773,362円 
 

○損益の状況 (2022年２月22日～2023年２月20日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 有価証券売買損益 2,465,101   

 売買益 3,357,322   

 売買損 △  892,221   

(B) 信託報酬等 △  925,385   

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 1,539,716   

(D) 前期繰越損益金 2,466,564   

(E) 追加信託差損益金 276,380   

 (配当等相当額) (  2,460,864)  

 (売買損益相当額) (△2,184,484)  

(F) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 4,282,660   

(G) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｆ＋Ｇ) 4,282,660   

 追加信託差損益金 276,380   

 (配当等相当額) (  2,462,219)  

 (売買損益相当額) (△2,185,839)  

 分配準備積立金 7,411,379   

 繰越損益金 △3,405,099   
 

（注） (A)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (B)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注） 運用の指図に係る権限を委託するための費用として、委託者が

受ける報酬の40％の金額を、(B)信託報酬等のうちの委託者報

酬の中から支払っています。 

（注） 収益分配金の計算過程は以下の通りです。 

 計算期間末における費用控除後の配当等収益（929,595円）、費

用控除後の有価証券売買等損益（0円）、信託約款に規定する収

益調整金（2,462,219円）および分配準備積立金（6,481,784円）

より分配対象収益は9,873,598円（１万口当たり1,909円）とな

りましたが、基準価額水準、市況動向、残存信託期間等を勘案

し、当期の分配を見合わせました。 
 

 
○分配金のお知らせ  

 

 当期の収益分配は見送らせていただきました。 
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